












ながる一方で、日本の総医師数は平成 26 年現在 311,205
人、人口 1,000 人当たり 2.3 人と、OECD 加盟国平均 3.6
人と比較して少なくなっている 1）。新潟県においても、平
成 26 年 12 月現在、人口 10 万人対の総医師数は 200.9 人






いて、平成 26 年のデータを用い χ二乗検定を用いて分析
を行ったのち、新潟県の二次医療圏別の医師数についても
同様に地域差があるか検定を行う。差が認められた場合は、































病床数の全国平均は人口 10 万人対 1,234.0 床、新潟県は
1,256.5 床（全国を 100 とすると 101.8）とほぼ同じであ
る。一方、病床 1,000 床対医師数をみると、全国 169.9
人、新潟県は 155.6 人（同 91.6）であることから、病床
数は平均的であるのに対し、病床に対する医師数は少ない
といえる。さらに二次医療圏では、新潟医療圏は病床対医
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